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編集方針

会社概要  （2006.3.31現在）

●本報告書ではDNPグループのCSRの取り組みを、経済、社会、環境の3つに分類し
て報告しています。

●2005年度のCSRの取り組みの中で、特筆すべきテーマについて、経済、社会、環
境それぞれのハイライトを報告しています。

●活動内容をよりわかりやすく表現するため、個々の取り組みについて、実務担当

者からの声を掲載しました。

●活動内容についての評価に客観性を持たせるため、個別テーマへの第三者の方から

のコメントとあわせて次年度以降への活動についてもアドバイスをいただきました。

●環境の部分（p52～p80）については、信頼性を確保す
るため、㈱新日本環境品質研究所による第三者審査

を受け、日本環境情報審査協会が定める「環境報告書

審査・登録マーク付与規準」に準拠していることによ

り、環境報告書審査・登録マークが付与されています。

●本報告書は、GRI（Global Reporting Initiative）「サステナビリティリポーティング
ガイドライン2002」を参考に、環境省「環境報告書ガイドライン（2003年度版）」を
参照して編集しました。

【報告書の対象期間】
　本報告書は、原則として2005年4月1日より2006年3月31日までの活動について報告
しています。但し、一部の重要な事実については本対象期間外の報告も含まれます。

【記述の対象部門】
　本報告書はDNPグループの全社・全部門を対象として、CSRへの取り組みを報告
しています。なお、環境セクションに記述されている各種データの集計範囲につい

ては財務会計上の連結対象会社のうち、国内の全製造会社44社と物流会社1社およ
び社内給食会社1社ならびに持分適用会社のうち1社の合計47社57サイトを対象と
しています。

●商号 大日本印刷株式会社（Dai Nippon Printing Co., Ltd.）
●本社所在地 東京都新宿区市谷加賀町1-1-1
 TEL. 03-3266-2111（ダイヤルイン案内台）
 URL http://www.dnp.co.jp/
 E-mail info@mail.dnp.co.jp
●創業 1876年（明治9年）10月
●設立 1894年（明治27年）1月
●資本金 114,464百万円
●従業員数 8,597名（単体） 35,596名（連結）
●営業拠点 国内：45ヵ所　海外：21ヵ所（現地法人含む）
●主要工場 国内：37　海外：7
●研究所 国内：11

　私達は大自然の恩恵を受けて日常
生活を営んでおります。エコロジー
とかLOHAS（Lifestyle of Health and 
Sustinability）という言葉を最近よく耳
にするようになりました。私達と自然
環境の関係を見直し、より良いものに
しようとする考えが広まっています。
　今回デザインした熱帯植物は、
philodendron（フィロディンドロン）
の一種で、この葉のシルエットを二人
の人間のパターンで区切ることで人間
と自然、または人と人との対話を表現
しています。対話がさまざまな問題解
決に役立つ基盤になることを願ってデ
ザインしました。

小島良平：1939年岩手県釜石市生まれ。1960
年武蔵野美術短期大学商業デザイン科卒業。三
愛宣伝課を経て、1963年㈱ライトパブリシティ
に入社。1976年小島良平デザイン事務所設立。
AD、デザイン、公共・環境デザイン、パッケー
ジデザインなどで活躍。東京ADC賞、日本サイ
ンデザイン賞、毎日広告デザイン賞最優秀賞、
N.Y.ADCのMerit Awardなど受賞多数。

CSRの基本は「対話」から
 ～観葉植物と人間との対話～

表紙について
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の規準となる「DNPグループ社員行動規準」では、取

締役を含めたあらゆる社員が基本を守り、常に誠実

な行動をとることを掲げ、その浸透に努めてきまし

た。DNPは、2005年に「誠実な企業賞」の大賞や「地

球環境大賞」の環境大臣賞を受賞したのをはじめ、9

月には新聞社の実施した「働きやすい会社」ランキ

ングで第4位にランクされるなどCSRに関わる取り

組みを高く評価されてきました。これらはDNPグ

ループの一人ひとりの地道な活動が認められたも

ので、基本に忠実にやってきたことの証でもあると

思っています。

　また、DNPグループは2006年7月に国連の「グ

ローバル・コンパクト」に賛同表明しました。人権、

労働、環境、腐敗防止に関わる10原則は企業市民と

しての基本原則です。DNPグループでは、この10

原則をグループ経営の中に取り込み、さらに誠実な

行動を取り続けられるよう努めていきます。

　「基本に忠実」と並んで重視していることが、「対

話」です。「対話」とは、ただ単に会話をかわすとか、

情報を共有するといった意味ではなくて、互いに意

見を出し合うことによって問題点を明確にし、解決

策を話しあっていくということです。しっかりとし

た「対話」をするためには、自分の価値観を確立する

とともに、相手の価値観も認め、共に事を成し遂げ

ようという意志が必要です。

　いまDNPでは、「印刷技術」と「情報技術」を組み合

わせて、顧客の課題を解決するP&Iソリューション※

を提供することを目指していますが、そこでも得

意先とよく「対話」を進めることが大切です。また、

社員がいきいきと働ける職場づくりを進めるうえで

も、社員と「対話」を深め、実態に沿った新しい働き

方や制度、仕組みを整えていきます。

　私は、よりよい「対話」を築くための第一歩は、相

手の話に「心から耳を傾ける」ことだと考えていま

す。そうした日々の「対話」を一人ひとりの社員が真

摯に行うことで、DNPが社会の中で果たす役割をさ

らに高めていくことができ、社会から信頼をいただ

くことができるようになると確信しています。社会

との共生、調和の重要性が求められる今日だからこ

そ、「対話」を通じ、社会の課題に気づき、その課題に

真摯に向き合い解決策を考えていくことで、社会に

貢献できると思います。

　2006年10月、DNPは創業130周年を迎えます。

　前身の「秀英舎」は明治9年、1876年に創業しまし

たが、明治初期の日本は国の近代化が急がれている

頃で、早く文明を拓き、西欧諸国に追いつきたいと

いう大きな課題がありました。そうした時代にあっ

て、「秀英舎」は金属活字を使った活版印刷という当

時としては最先端の技術を用いて、文明社会に貢献

したいという志をいだき、舎則に「文明の業を営む」

と表しました。この「文明に貢献したい」という「志」

は、2001年に策定したDNPグループ21世紀ビジョ

ンの中で、「21世紀の創発的な社会に貢献する」とし

て受け継がれています。

　これからもDNPは、企業としての品格を保ちつつ

常に社会の発展に貢献するという高い志をもって、

CSRに取り組んでまいります。

※【P&Iソリューション】：DNPは2001年にDNPグループ21世紀ビジョンを発表しました。この
中の事業ビジョンとして、「われわれがこれまでに培ってきた印刷技術（Printing Technology：
PT）と情報技術（Information Technology：IT）を組み合わせ、顧客の課題を解決する」ことと定め、
「P&IソリューションDNP」をコンセプトワードに掲げました。




